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は じめ に

　『楞 伽 経 』 の 求那 跋 陀羅 （グナバ ドラ，以下，求 と略す）訳で ある 『楞伽 阿跋多羅

宝 経』 （『四巻 楞伽 』， 宋 訳 ）に は 特徴 や 問題点 もあ る ． 宋訳 の わ か りに くさ の 原 因

は
，

一 つ に は
， 特徴 的 な訳語 を用 い て い る 点 が 挙 げ られ る ． た とえ ば， svacitta −

dTSyamatraを 「自心現量 」，
　 nirabhfisa を 「無所有」 と訳す な どで あ る． と こ ろで

，

求の 訳書 と して は ， 『四 巻楞伽』の 他 に 「勝鬘経』 『解深密経』 『雑阿含経』の 訳

が あ る が ， そ れ らに も目 を向け る と
， 独特 の 訳語 とみ える もの が ， 実 は そ れ らに

も
一

貫 して 用 い られ て い る こ とが 知 られ る． 本 稿 で は ， 求 に よる訳 語 の い くつ か

に つ い て
， 『四 巻楞伽』 とそ の 3 書 と を比 較 し， さ らに は他の 漢訳 者に よ る 同 じ

語 の 漢訳 と比 較 す る ． そ れ に よ り， 求 の 訳語 と， 『四 巻楞伽』 を 中心 と した 『楞

伽経』諸漢訳の 特徴 を指摘 したい
1）
．

　以 下で は
， 順 に

， 鬘 ， 解 ， 雑 につ い て
，

まず求の 訳語 を 「求」 と して 挙 げ ，
さ

らに ， 「；」 の あ と に ， 他 の 漢訳者 の 訳 語 を挙 げ る ， 次 の 行 で は
， 楞 の 諸漢訳 を

挙 げる． そ の 際 「＝ 」 は ， 求訳 とイ コ ー ル ． 「× 」 は ， そ の 訳語 を欠い て い る こ

と を表す． なお ， 楞の ロ ケ
ー シ ョ ン （大正 蔵の 頁番号）は

， 宋訳 に つ い て の み提示

す る ．他 2 訳 につ い て は
， 高崎 1980所収 の 対照表 に よ り辿 られ た い ．

1 ． 『勝鬘経』

1）大乗 と摩訶衍 ： 求 訳 の 鬘 ・楞 で ， mahayEna とい う語 が 違 っ た 意 味で 使 わ れ

て い る 場 合 ， 「大乗 」 と 「摩訶衍 」 と訳 し分 け られ て い る例 が あ る ． そ の 場合 ，

文脈 的 に
， 「摩 訶衍」 の 方が よ り根 源的 な もの を指 して い る． 以 下 で は

，
生 み 出

す もの と して の 「摂 受正 法」 ＝ mahayana が ， 「摩訶衍 」 とされ て い る
2）
． 他 方 ，

鬘 の 菩訳 は 「大乗」 との み して お り， 訳 し分 け な い ．

　鬘 ： 求 ： 218b （月輪 p．41ff．）： 以 人天 善根 而成熟之．求声聞者授声聞乗．求縁覚者授縁覚
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乗．求 大乗者授以 大乗。是名摂受正法善男子善女人建立 大地 堪能荷負四 種重任 ．

219b （月輪 p．67）： 世尊．摂受正法者是摩訶衍 ，何 以 故．摩訶 衍 者．出生一
切声 聞縁覚世

間出世 間善法．世尊．如阿耨大池出八 大河．如是摩訶衍
…

　次に ，以 下の 楞 （偈文） で は ， 我 が 乗 は 「大 乗」 に 非ず と され た あ と， 然る に

乗 は 「摩訶衍」 な りと説か れ る． 原語は 同 じ くmahayana で あ る ．

　楞 ：求 （498a）3）：非我乗大乗　非説 亦非字　…〃　然乗摩訶衍　三 摩提 自在　…〃

　さ て
，

この 2偈 （p互da　cd は中略 ）の 意 味で あ る が， 智 金剛 （Jff5nagarbha）の 注釈 （デ

ル ゲ版 N ・，4019）は ， 「二 諦 に 関 して知 られ る べ きで ある 」 （Dpil88a5 ＞ とい う．
一

偈 目が 世 俗諦 で ， 言 葉 に よ っ て表 され た 限 りで の 大乗 ，
二 偈 目が 勝 義諦 で ， 離

言 ， 自内証の 境地 と して の 大 乗 とい うこ とで あ ろ う． 菩 ・実 は 求に 従う．

2 ）
＊

fibhiprfiyika，　sfivaSe §a （！sottara ？），
ney5rtha

，
　dgongs　pa　can 　dang！lhag　ma 　dang

bcas　pa　dang！drang　ba
’
i　don （月Wt　p．79）： 求 ： 方便 ・有余 ・不 了義説 ；菩 ：随他意語 ・

不了義説

　こ れ は阿羅漢 や独 覚 の さと りにつ い て の 記述 で あ り， 如 来 の 獅 子 吼が 「了義

（
“

nit5rtha ）」 とされ る （月輪 p．105）の と対 比 され る． 他方 ， 解 に お い て も， よ く知

られた三 転法輪 の 第二 法輪につ い て の 記 述 中 に ， 以 下 の よ うな似 た句が 見 られ る．

　
’

sot 　aara
，
　s巨vakESa

，
　ney 巨rtha

，
　bla　na 　mchis 　pa，　skabs 　mchis 　pa，

　drang　ba
’
i　don （SNS ，

　VIII．30）

　と こ ろ で
， 求の 翻訳 と して ， 『第一 義五 相 略』 とい う もの が あ っ た が 散佚 した

と され て い た． だ が
， 高橋 2014 は ， 吉蔵が 『法華玄論』 （大 正 No ．1720， 34巻） に

引用す る似 た 名前の 「五相略経』とい う著作　　こ れ は 内容的 に み て 『解 深密経』

の 異訳 とは 指摘 され て い たの だ が
一 こ そが ，

こ の 求訳 の 『第
一

義五 相略』 に相

当す る の で は ない か と論 じた ． 吉蔵 に よ る引用 文 は 短 い もの で あ るが ，
こ こ で は

さ らに
，

こ の 中に， 少 な くと も他 の 訳 と比較 して 求 に特徴 的 とい っ て よい 訳語

（「有余 ・
不了義説」， 「離 自性」）が見 られ る こ と を指摘 して お きた い ．

『法 華玄 論』大 正 34．384a： 又 『五 相略経』明教有三 種．第
一鹿野為声聞説四 諦． 第二 為

大根説諸法離 自性不生 不滅．此亦 （1）有上 ・有余 ・不了義説 ．起諍論処．第三 為求
一

切乗者．説諸法 （2）離自性不生不滅．無上無余非諍論処．

（1）
＊

sottara
，
　 savakaSa

，
　 neyartha 　： 『五 相 略経』： 有上

・有余 ・不 了義 説 ； 菩 （解）：

（希有之中復是希有）；玄 （解）： 有上 ・有容 （／有 所 受容）・猶 未了 義

　まず こ こ で
， 「有 余 ・不 了義説」 とい う二 語 が ， 鬘 の 求訳 と 『五 相 略経』 で 共

通 して 用 い られ て い る こ とが 注 意され る． た だ
， 鬘の 二 番 目の 句 は lhag　ma 　dang

bcas　pa で 恐 ら く
＊

savaSeSa （もしくは so枕ara？）が想 定 され るの に対 し， 解 で は skabs
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mchis 　pa で
＊
savakaSa が想 定 され て きたの で は ある が

， 同 じ訳者が 文脈的 に類 似

す る箇所 を訳す に際 し前 の 翻訳例 を踏襲 した可能性 も考え られ る し，
こ の 二 語は

少 な くと も鬘 の 菩訳 ， 解の 玄 訳 と も異 な る こ とは 確か で ある ．

（2）
＊
nihsvabhEva ： 『五 相略経』： 離 自性 ；『相 続解 脱経』： ＝ ：菩 （解 ）1 無 有体相 ／

無体相 ； 玄 （解）： 無 自性

　楞 ：   求 ：＝ （483c）：菩 ： ＝ ：実 ： 無 自性   求 ： ＝ （498bff．（複数）；菩 ：離 自体 （／

　無体）：実 ： 無自性   求 ：＝ （489b）；菩 ： × ；実 ： ×   求 ：ニ （494c （偈 中））：菩 ：

　無有体相 ；実 ： 無 自性

　
＊

nibsvabhava とい う語 を 「離 自性」 と訳す こ とは他 の 漢 訳文献に も しば しば見

られ る が ， 関連文献 の 範囲 内で は か え っ て 特徴 的 で あ る． す な わ ち
，

こ の 語 を
，

求 は ， 解 ・楞 と も に お い て
一

貫 して 「離 自性」 と訳す． こ れ は 『五 相略経』 と共

通 して お り， 玄 の 「無 自性」 と相 違す る． 楞 で は
， 実 は 「無 自性 」で

一
貫 して い

る ． 他 方 ， 菩で は ， 「無有体相」が解 ・楞 と もに 共通す る が ， 「離 自性 」 を踏 襲す

る な ど定 ま っ て お らず，
プ レが ある ，

2 ． 『解深密経』

1）　
＊

dau餌hulya ：

　解 ： 求 ： 過 ／過悪 （715b〃19c）；菩 ：障対／煩悩 （680c！687b）；玄 ：麁重 （704b，
710b＞

　楞 ： a ． 過悪
4）

： anddikaladau §thulyavikalpaprapaficavatsanavasita： 求 ： 無始 過 悪虚

偽習気所熏 （509b）；菩 ： 無始世 来 （身口 及意）妄想 煩悩戯論熏 習 ： 実 ： 無 始来過悪

熏習 （なお ， 512aで も， 求 ：過悪 ；菩 ：煩悩 ；実 ： 過 ＞b． 過
5＞

： anEdikElaprapaficadau 爭
・

thulyar［ipavasanabhiniveSa： 求 ： 無始虚偽過色習気計著 （484a）；菩 ： 無始 世 来 虚 妄分

別色 境界熏習執 著戯論 ；実 ： 無始時来取著於色虚 妄習気 （なお，483c−484aで も， 求 ：

過 ； 菩 ： 虚 妄分別 ；実 1 × ）dauSthulyadoSa：求 ：過 （493c（38段））；菩 ： 煩悩過／諸過 ：

実： 〔諸〕過悪 svavikalpadauSthulyavfisan5 ： 求 ： 自妄想過習気 （493c）：菩 ： 自心分別

煩悩 ；実 ： 自分別過習 dauSthulyavikalpabhiniveSavak： 求 ： 過妄想計著言説 （490b）；

菩 ： 執著 （／妄執）言説 ： 実 ： 計著過悪言説 c ． 過患 （svacittadrSyada ・ISthulyav 訌sana ）1

求 ： 自心現習気過患 （486a）：菩 ： 自心煩悩見熏習気過患 ；実 ： 自心 過習 d．悪 ：ana −

dikalavividhaprapaficadausthulyavfisanavasita： 求 ： 無 始 虚 偽 悪 習所熏 （510b）； 菩 ：

無始 世来虚 妄執著種種戯論諸熏 習 ；実 ： 無始 虚偽 悪習所熏 （なお ， 503cで も， 求 ：

諸悪 ；菩 ： 煩悩 ；実 ：諸悪）e． 悪邪 （anadik51aprapaficadauS 重hulyasvaprativikalpana）：求 ： 無

始虚 偽悪邪妄想 （503a）；菩 ： 無始 身戯論煩悩 分別煩悩 ；実 ： 無始虚偽悪邪分 別 £
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x （anadikalaprapaficadauSthulyavasana ）： 求 ： 無 始 妄想 熏 （483a）；菩 ： 無 始 来 戯 論熏

習 ；実 ： 無始戯論虚妄習気

　さて ，
da噬 hulyaに 対す る 求 の 訳語 と して は ， 「過 悪」， 「過」， 「過患」， 「悪」，「悪

邪」が あ り， 「過 」 ある い は 「悪」 を必ず用 い て い る よ うで あ る． 実 は求 を踏襲

す る こ とが 多い ． 他方， 菩は解で も 「煩 1歯」 と訳 して お り， 楞 にお い て も数箇所

で それが見 られ る もの の
， 「虚妄分別」等の 訳 語 も見 られ

，
また

，
c

，
　 e で は混乱

した訳語 とな っ て い る ．

2 ）
＊

sam 瓢ropa ！apav 互da ：

　解 ： 求 ： 建 立 ・謗 ／ 誹謗 （717a， 718a）；菩 ： 有 ・無誹 （683b， × ）玄 ： 増 益 ・損

減 （706c，
708a）

　楞 ：   求 ： 建立
6）・誹謗 （488a）；菩 ：有 ・無誹／断 ・常 （偈 中）／建 立 ・誹 ：実 ：

　 ＝   求 ： ＝ （491a）；菩 ： ＝ ；実 ： ×   求 ： ＝ （492a）；菩 ： 建立 ・x ； 実 ；＝   求 ：

　＝ （497a （偈中 ））；菩 ：有 ・誹 無； 実 ：＝   求 ：； （500・）；菩 ： 有 ・無 ： 実 ： ＝  

　求 ：＝ （511a）；菩 ： 有 ・無 ；実 ：益 ・損

　求 は 「建立 ・誹謗 」で
一

貫 して お り， 実は ほ ぼ そ れ を 踏襲 して い るが ， 「益 ・

損」 と
， 「増益 ・損減」か ら

一 語 を拝借 した 形で 訳 す例 もあ る． 菩 は 「有 ・無誹」

が 楞 ・解 で
一

貫す るが ， 「有 ・無 」 は ミ ス リ
ー デ ィ ン グ と い っ て よ か ろ う．

3）　
＊

盃惷rayapar 盃v τtti：

　解 ：求 ： 身転 （718b）；菩 ：転身 （685a）；玄 ：転依 （708b）

　楞 ： a． 身転 ： 求 ： ＝ （512a）； 菩 ： 廻転 ；実 ：転依 （な お ，
512cで も，求 ：＝ ；菩 ： 転

身 ：実 ：転浄所依）b． 身転変 ：求 ：＝ （500b）；菩 ： 転 ：実 ：転 ， （C £　cittESrayaparav ；rtta
−

sya ： 求 ： 身心 転変
7）

（497c）； 菩 ： ； ：実 ：心転所依）c． 身随転変 （aSrayasya　paravptti）： 求 ：

＝ （507c）；菩 ：転 身 （依正相）：実 ：如是転所依 d．転身 （paravrttfiSraya）： 求 ：＝ （483c）；

菩 ： ＝ ：実 ： 転依

3 ． 『雑阿含経』

1 ）
＊

abhisamaya ： 『雑阿含経 』， 楞 の 求訳 は ，

＊
abhisamaya （現 観） を

，
共 に 「無

聞等」と訳す． こ れ につ い て はすで に榎 本 1982： 56 （註 7）に ， 「無 間等は ， 『雑 阿』

の 翻訳 に も関与 した宝雲 に特有の Skt．　abhisamaya の 訳語で あ ろ うか」とあ り， 『雑

阿毘曇 心論』， 宋 訳 『楞伽経』を指示 して い る （「雑阿含経 』287経等， r四巻楞伽』 で

は 498a等）． こ こ で は
，

『四巻楞伽』 で は 「無 間 」の 形 もあ る （501b，487a，489b8
）

，

510a）が ， そ れ も 「等」が 落 ちた 形 で あろ うと指摘 して お きた い ．
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おわ りに

　以上 ， 求訳 に特徴的な訳語 をい くつ か列挙 し
， 他 の 漢訳 と比較 した． 「楞伽経』

諸漢訳 に つ い て は Takasaki　l981： （4）に よる 「魏訳 は 多 くの 場合 恣意的 な意 訳が

多 く， 唐訳 は大事な とこ ろ で 宋訳を踏襲 して い る場合が あ っ て
， 訳者 の 自負す る

ほ どに は ， 梵本の 理 解 に訳 立 た な い 」 とい う評が あ る が ， 今回 の 用 例検討 の 結

果 ， 別 の 観点か らい えば ， まず 『四 巻楞 伽』 （求訳） につ い て い えば
， 同 じ経 典

中で ， しか も， 同 じ段落 ・文脈の 中で
， 違 っ た梵本 を同 じ漢語 で 訳す とい うの は

不備で あろ う． た だ
， 求訳 は

， 術語 の 翻訳 に つ い て い えば ， 他の 二 訳 よ りも意識

的 に 注意 して 訳 して お り， そ れ は 他の 求に よる訳 書で もか な り
一

貫 して い る ． 他

方 ， 実訳 は ， 無批判 に 先行す る 求訳 を踏襲 して い る こ と も多 い もの の
， さすが に

訳 語が 定着 して い る とい え る． 菩訳 は術語 の 翻訳 に 意識 的で は な く
9）

， 不適切 と

い える もの も多い ． 以 上 は梵本原 本か らの 翻訳文献 と して 比 較検討 した 限 りで の

各訳の 特色で ある．

1） なお ，
こ こ で二 点注意 して お きた い ．一点 目は， こ こ で 「特徴的」 と い うの は ，求

　に の み特有の ， とい うこ とで は な く，他 の翻訳者 も使用 して い る例 も多 くある とい う

　こ とで あ る． た だ ， 本稿で の 対照 に よ り， その 特徴的 とい う意味 は明 らか とな ろ う．

　もう
一

点 目は ， 求は梵本原典 を唱 えた に 過 ぎず翻訳 （漢語 へ の 置 き換 え）を行 っ た の

　は 多 くの 場合 ， 宝雲で あ る と され る こ とで あ る （榎 本 2001等）．ゆ えに
，

正 確 に 言え

　ば宝雲 の訳語 の 特徴 とい うこ とで あ ろ うが ， 本稿 で は慣例 に従 い 「求訳」 とす る． た

　だ ， 日本印度学仏教学会学術大会発 表時 ， 榎本文雄教授 よ り， 求訳 で は な くと も宝 雲

　が携 わ っ た翻 訳 に つ い て は ど うか と い う点 と
， 榎本 1982 をご指示い ただい た．記 し

　て 謝意 を示 す とと もに，今後の 課題 とした い ．

2 ）こ の箇所 に つ い て は松本 1983： （47）が ， 「求那跋陀羅 は ， 記述 〔3〕冒頭 の 「大乗」

　（mahtiyana ）とい う二 つ の 語 を．「大乗」 と意訳せ ず に 「摩訶衍」と音写 して い るの で

　あ る ．そ こ に は
，

super −locus と して の 「大 乗 」 と locusと して の 「摩訶衍」 を 区別 し

　よ うとす る意識」「が働 い て い た の で は ない か と思 わ れ る」 と適切 に 指摘 して い る ．

　また，松本 2004：478ff．

3） なお ， 求訳 は mahEyana を訳す際に は 主 に 「大乗」 を用 い るが ， 「摩訶衍 」 と訳 して

　い る例 もある ．た だ し ， そ こ で は 「大乗」 との 対比 は な い （502b， 511b）． なお また ，

　別の 箇所 （508b）で は，
一

乗 ＝ 大 乗で ある と説か れ るが
， そ の 場合 は 「大乗」とは訳

　されて お り， そ もそ も梵本 には 「八聖 道」 とある ．菩 は 「八 聖道⊥ 実は 「八 支道」．

4 ）た だ し，
こ の 「過 悪」 は，512c ・513a （85 段 （偈 中）・86段 ）で は do§a の 訳 ． 『勝

　鬘経』 で も然 り （
＊

doSa，　skyon （月輪 p．9，　 p．105＞：求 ： 過 悪 ； 菩 ； 過 悪／ 過）．

5 ）た だ し，
こ の 「過」は ， 512a （82段 （偈中））で は do§a の 訳．
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6） た だ し， こ れ は vyava 〜
厂sth五や prativ

厂
sth五や adhiV

’
stha な どの 訳語 で もある ．特 に，

　samaiopa を 「建立 」 と訳 したそ の 次の 文で ，　 vyavasthita を 「建 立」 と訳 して い る 例 も

　あ り （500c）， こ の よ うな事例は求訳の 不備 と言わ ざる を えな い ．

7 ）諸本 に 異読 は な い もの の ，「転依」 に 対す る 求訳 の 訳 例 （「身転」「身転変」）か らす

　れ ば，「心 身転変 」 とあ るべ きで ，「心，身転変す」 と読 むべ きで あ ろ う．

8 ）Cf．高崎 1980： 237．

9 ）菩訳 の 「欠陥」に つ い て は大竹 2005： 30ff．参照．

〈略号〉

楞 ： 『楞伽経』（大正蔵 16巻 ， 梵本 は Nanjio
，
　Bunyiu

，
　ed

”
Lankavatirasfitra

，
　Kyoto

，
1923 （Nj）

に よ る ）：求 ： 求那跋陀羅訳 （443 年）；菩 ：菩提流支訳 ；実 ： 実叉 難陀訳　鬘 ： 『勝鬘経』：

求 ： 『勝鬘師子吼
一

乗大方広方便経』（求那跋陀羅訳 （436 年））；菩 （唐）：菩提流志訳 （71e

年） （「月輪」 と して 指示，月輪 1940参照）　 解 ： 『解深密経』 （大正 蔵 16巻，チ ベ ッ ト

語訳は Etienne　La皿 otte ，　ed ．，　Samdhinirmocanasatra，　Paris，1935 （SNS） に よる ）： 求 ： 『相続

解脱経』 （＝ 『相続解 脱地 波羅蜜了 義経』， 『相続解脱如来所作随順処 ∫義経』） （求那跋

陀羅訳）；菩 ： 『深密解 脱経』 （菩提流 支訳 ，
514年）；玄 ： 『解 深密経』 （玄 奘訳

，
647 年）

雑 ： 『雑阿含経』 （大正 蔵 2 巻）：求那跋陀羅訳，435−436 年．
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